


















































































平和展から大きく視点を変え、持続可能

な 開 発 目 標 で あ るＳＤＧｓに 関 連 付 け、

「未来のために今私たちができること」を

来訪者に考えてもらうための平和展とし

ました。

過去の戦禍を現代に伝えることはもちろ

ん大切なことですが、戦争が起こる原因

を考えると、それは時代の変化に伴って

多種多様に変化していきます。現代社会

に潜む根本的な原因を探って、今私たち

にできることを考えることは欠かすこと

ができません。貧困や格差社会、エネル

ギー問題など、限りある資源を巡る問題

は、現代社会において多くの争いを生み

出しています。限りある資源についてみ

んなが考え、当事者意識を持ってもらう

ことこそが、これからの平和活動への大

きな一歩になると考え、このようなテー

マとなりました。

○来訪者に持続可能性と平和について考

えてもらうためのテーマ

　平和展当日は、会場を 4 つのテーマご

とに分けてイベントを行いました。

「貧困部門」・・・世界には今でも多くの

人たちが、その日食べるものすら手に入

れられずに、飢えに苦しんでいます。貧

困部門では、飢えに苦しむ人たちの現状

と私たちとの格差を視覚的にわかりやす

く伝えるため、パネル展示を行いました。

「経済部門」・・・私たちが普段何気なく行っ

ている経済活動も、途上国の人たちの働

きがあってのものです。しかし、先進国

の人たちがより良い経済活動をするため

に、途上国の人たちを搾取している現状

もあります。この部門では、先進国と途

上国の対等な取引によって生まれた「フェ

アトレード商品」の紹介と販売を行いま

した。

 

 

「エネルギー部門」・・・気候変動や資源

の枯渇が問題となる現代では、ひとりで

も多くの人たちが、エネルギー問題につ

いて向き合っていかなければなりません。

この部門では、エネルギー問題について

来訪者が楽しく学べるような体験型イベ

ントとして「ペットボトルを再利用した

発電キットづくり」「再生紙を使用した折

り紙体験」を行いました。
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